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鉄鋼環境 基金ニュース 
2019 年 4 月 1 日                    第６６号 

（公財）鉄鋼環境基金は３月５日（火）に第３７回理事会を開催し、２０１９年度の事業計画を決定いた

しました。本事業計画に基づき２０１９年度の環境助成研究を募集いたします。 

 募集期間は４月～５月の約２ヶ月間で、技術委員会による選考審査を経て、１０月下旬に開催予定の

理事会で助成研究テーマを決定いたします。 

 助成研究募集要綱の概要は下記の通りです。詳細は当財団のホームページに掲載しております。 

 

１． 募集期間 

     ２０１９年４月１日から５月２７日まで 

２． 応募資格 

（１） 一般研究助成 ： 原則として日本国内にある組織に所属する研究者。 

（２） 若手研究助成 ： 日本国内にある組織に属する研究者で、２０１９年４月１日現在満年齢が 

３９歳以下の者。（研究計画が２年の新規申請者は３８歳以下） 

          若手申請者が主体的に行う研究であることが応募条件。 

ただし、大学院生等の学生でないこと（所属する研究機関において研究活動を行うことを本務とす

る職に就いている者(例：大学教員や企業等の研究者など)で、学生の身分も有する場合を除く）。 

なお、応募は一人一件とします。 

３． 助成研究の対象 

  鉄鋼製造に関連する環境保全技術課題に関する研究を助成対象とします。具体的な課題につ

いては、４．に、また、この中で特に関心のある技術課題については、５．に示します。 

環境技術に直結しない材料開発・装置開発等の研究は助成の対象としません。ただし、若手研

究助成については、より基礎的な研究、より広義の環境研究についても助成対象とします。 

なお、人を対象とした侵襲研究やそれに準ずる研究の場合、文部科学省と厚生労働省が定める

「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に沿っていない研究は助成対象から外します。 

４． 環境保全技術課題の具体例 

（１） 大気環境保全技術 

① 大気環境対策技術の省エネルギー化、低コスト化及び高効率化 

② 水銀等重金属類の低減技術 

③ 微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の対策技術 

（２） 土壌・水質保全技術 

① 水処理技術の省エネルギー化、低コスト化及び高効率化 

② 排水中重金属の除去・回収技術 

③ 土壌・地下水汚染に関する測定技術、影響評価及び対策技術 

④ 閉鎖性海域の環境対策技術 

 

掲載内容 

２０１９年度 環境助成研究の募集について 
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（３） 副産物の利用促進技術 

① 鉄鋼スラグ（高炉スラグ、転炉スラグ、電気炉スラグ等）の利用技術及び高付加価値化技術 

② 鉄鋼ダスト、鉄鋼スラッジ、鉄鋼スラグ、廃レンガの減量化、減容化、再利用技術 

③ 水銀汚染廃棄物の効率的処理技術 

（４） 地球環境問題 

① 鉄鋼製造プロセスにおける抜本的な二酸化炭素排出削減技術 

② 未利用エネルギーの有効活用技術 

③ 二酸化炭素の分離・固定化・隔離技術 

（５） エコプロセス 

① 環境汚染物質の発生を抑止・極小化する鉄鋼製造関連技術 

② 循環型社会の構築に資する鉄鋼関連技術 

５． 特に関心のある技術課題 

上記技術課題の中で、現在、鉄鋼関連で特に関心があるのは以下の課題です。 

（１） 水銀・微小粒子状物質（ＰＭ2.5）の対策技術 

（２） 水処理技術の高効率化 

（３） 鉄鋼スラグ（高炉スラグ、転炉スラグ、電気炉スラグ等）の利用技術及び高付加価値化技術 

（４） 水銀汚染廃棄物の効率的処理技術 

（５） 鉄鋼製造プロセスにおける抜本的な二酸化炭素排出削減技術 

６． 研究期間 

 助成研究の実施期間は、原則として 2019 年 11 月から 2020 年 10 月までの 1年間とします。 

一般研究助成は 3 年まで、若手研究助成は 2 年まで継続申請ができます。ただし、採否の決定は

年度毎に決定しますので、継続申請が必要です。また、研究期間の延長は原則認めません。 

７． 助成件数 

 一般研究助成及び若手研究助成合計で 50～60 件程度とします。 

８． 助成金額 

（１） 一般研究助成 ： 1 件当たり 150 万円／年以下とします。 

        ただし、3 年目の継続研究は原則として 1件当たり 100 万円／年以下とします。 

（２） 若手研究助成 ： 1 件当たり 100 万円／年以下とします。 

９． 助成研究の選考ならびに選考結果の公表 

 本財団に設置している技術委員会の選考結果に基づき、10 月下旬頃の理事会で決定します。 

選考結果は本財団のホームページで公表します。 

１０． 申請手続き 

 定められた様式の申請書を作成の上、E-mail で本財団に提出してください。申請書の作成方法、

その他詳細については、2019 年度環境助成研究募集要綱によるものとします。 

１１． 申請書の提出期限 

 申請書の提出期限は 2019 年 5 月 27 日 必着とします。 


